
平成１９年度当初予算案

主要事項説明資料

府民労働部



府民労働部
頁 事　　業　　名 担当課(室)

府労－１ ＮＰＯパートナーシップセンター事業費 府民労働総務課

府労－２ 四季の彩り事業費 府民労働総務課

府労－３ 犯罪被害者等支援活動推進費
安 心 ・ 安 全
まちづくり推進室

府労－４ 子どもと地域の安心安全活動支援事業費
安 心 ・ 安 全
まちづくり推進室

府労－５ セーフコミュニティ推進費
安 心 ・ 安 全
まちづくり推進室

府労－６ 文化による起業コンペティション（仮称）開催費 文 化 芸 術 室

府労－７ 国民文化祭に向けた京都文化力向上事業費 文 化 芸 術 室

府労－８ 京の次世代文化お「手」伝い体験事業費 文 化 芸 術 室

府労－９ 内弟子プロジェクト文化体験事業費 文 化 芸 術 室

府労－１０ 歴史資料・公文書保存活用検討費 文 化 芸 術 室

府労－１１ ドメスティック・バイオレンス対策事業費 女 性 政 策 課

府労－１２ 地域女性・わくわく支援事業費 女 性 政 策 課

府労－１３ 女性チャレンジオフィス支援事業費 女 性 政 策 課

府労－１４ 青少年の社会的ひきこもり支援事業費 青 少 年 課

府労－１５ 京都府子ども議会開催費 青 少 年 課

府労－１６ 青少年活動活性化支援事業費 青 少 年 課

府労－１７ 「京都モデル」子育て応援中小企業推進事業費 労 政 課

府労－１８ 京都・現代の職人技ﾈｯﾄﾜｰｸ事業費 能 力 開 発 課

府労－１９ 京都ものづくりフェア（仮称）開催費 能 力 開 発 課

府労－２０ 障害者就労支援特別チーム事業費
雇 用 対 策
プ ロ ジ ェ ク ト ・
能 力 開 発 課

府労－２１
（共　通）

京都ジョブパーク事業費
雇 用 対 策
プ ロ ジ ェ ク ト
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平成１９年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

ＮＰＯパートナーシップセンター事業費事業名

予算額 新規・継続の別 一部新規３，８００千円

１ 趣 旨

行政とＮＰＯの協働推進の拠点となる京都府庁ＮＰＯパートナーシップ

センター（仮称）を旧本館１階に開設し 「行政とＮＰＯのマッチング」等、

の推進を図る。

２ 事業の概要

◆【 京都府庁ＮＰＯパートナーシップセンター(仮称)の開設・運営新規】

【開所日時】月曜～金曜日 午前８時３０分～午後９時３０分

事業内容 【運営体制】府職員及びＮＰＯによる協働運営

目 的 【概 要】ＮＰＯと行政の双方のワンストップ窓口

対 象 ・協働事業の相談・提案対応、調整

方法等 ・ラウンドテーブル（交流会）の開催

・ＮＰＯに関する情報提供

・ＮＰＯの活動支援（会議室の提供など）

◆ 丹後ＮＰＯパートナーシップセンター相談事業

【場 所】京丹後市大宮町（丹後勤労者福祉会館内）

【概 要】ＮＰＯの一般相談の実施や情報提供等

府民労働総務課ＮＰＯ協働推進室 075-414-4210担当課・係名 課 ・ 係 電 話 番 号

府労－１



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

四 季 の 彩 り 事 業 費事業名

継続予算額 新規・継続の別１１，０００千円

１ 趣 旨

桜のライトアップやクリスマスイルミネーションなど、府立植物園

の持つ四季折々の魅力を更に向上させることで、より多くの府民に親

しんでもらえる憩いの場を提供する。

事業内容 ２ 事業概要

・ 桜林」のライトアップ目 的 「

４月上旬対 象

ソメイヨシノ、しだれ桜のライトアップ方法等

・観覧温室の夜間開園とイルミネーション

１２月下旬

観覧温室をはじめ、北山門広場でのイルミネーション

・その他

植物園の秋の紅葉など四季折々の魅力をＰＲするための事業

075-414-4207担当課・係名 課 ・ 係 電 話 番 号府民労働総務課総務担当

府労－２



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

警 察 本 部

犯罪被害者等支援活動推進費事業名

予算額 ９，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

(社)京都犯罪被害者支援センターにおける犯罪被害者等への相談・

支援体制を充実するとともに、社会全体で被害者等をサポートでき

る環境づくりを促進する。

２ 内 容

所 管 事 業 概 要

診断書料等の公費負担警 察 本 部 ・傷害など身体犯被害者への

・被害直後の の確保等一時避難場所

事業内容

目 的

対 象 ・社会復帰までのトータルサポートを行う被害者等

サポー方法等 支援コーディネーター(仮称)を中心とした

トチームの設置

府民労働部

・総合的な相談窓口の設置

フリーダイヤルによる電話相談

臨床心理士によるカウンセリング

・ 社）京都犯罪被害者支援センターに対する支援（

０７５-４１４-５０７９
担当課・係名

府 民 労 働 部 安 心 ・安 全 まち づ くり 推 進室
課・係 電話番号

（ ）警察本部 警 務 課 ０７５-４５１-９１１１ 内２６７０

府労－３



平成１９年度 当初予算案主要事項説明

府民労働部

事業名 子どもと地域の安心安全活動支援事業費

予算額 ２６，０００千円 新規・継続の別 継続

１ 趣 旨

主として子どもの登下校の見守りを行う地域住民による自主

的な防犯活動を支援し、子どもの安全確保と地域防犯力の向上

を図る。

２ 内 容

「子ども・地域安全見守り隊」などの防犯ボランティア団体

に対して、パトロール等の活動を支援

事業内容

目 的 府内全小学校区で、子どもの安全確保に自発的
対象団体

対 象 に取り組むボランティア団体

方法等

・腕章、帽子、ジャンパー等の防犯活動に必要

支援内容等 な資機材

・ボランティア保険

３ 活動支援

交番､駐在所による｢子ども･地域安全見守り隊｣活動への支援

０７５-４１４-５０７９担当課・係名 課 ・ 係 電 話 番 号安心・安全まちづくり推進室

府労－４



平成１９年度 当初予算案主要事項説明

府民労働部

事業名 セーフコミュニティ推進費

予算額 ２，７００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

「けがや事故は防止できる」という基本理念のもと、地域住民や

行政など多くの主体の協働により、府民の全てが安心で安全に暮ら

すことができるまちづくりを推進する。

２ 事業内容

事業内容

目 的

対 象 ①モデル地域である亀岡市の日本初のＷＨＯセーフ

方法等 目 的 コミュニティ認証取得

②府域へ取組を拡大するための普及啓発

◆亀岡市及び京都府の取組を国際会議等で情報発信

概 要 ◆セーフコミュニティシンポジウムの開催

◆ケガなどのデータを記録、分析、評価するマニュ

アルの策定

０７５-４１４-４３４４担当課・係名 課 ・ 係 電 話 番 号安心・安全まちづくり推進室

府労－５



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

事 業 名 文化による起業コンペティション（仮称）開催費

予 算 額 新規・継続の別 新 規９，０００ 千円

１ 目 的

これまで培ってきた京都の文化を活かして独創的なアイデア等を生▼

み出すことにより、文化から京都の活性化を図る。

起業家と優れたビジネスアイデア、ビジネスモデルの発掘や、ビジ▼

事業内容 ネスマッチング等を通じて、文化を使った新たなマーケット創出気運

を醸成する。

目 的

対 象 ２ 実施内容

方法等 全国初の「文化」を切り口とした起業コンペティションの開催▼

文化資源や文化芸術の力を活用したビジネスアイデア・ビジネス・

モデルを幅広く公募

募集は全国公募。個人、グループ、法人を対象・

府や文化ベンチャーネットワーク等で受賞者の起業をサポート・

３ 実施期間

３か年▼

担当課・係名 文化芸術室 企画係 課・係直通電話番号 075-414-4219

府労－６



平成１９年度当初予算案主要事項説明
府 民 労 働 部

教 育 委 員 会

国民文化祭に向けた京都文化力向上事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規 継続６９，５００ 千円

１ 目 的

国民文化祭の京都開催に向け、基本構想案の策定や気運の醸成と京都の

文化力の向上を図るための取組みを幅広く展開する。

（単位：千円）
事 業 内 容 ２ 内 容

目 的 事 業 内 容 事 業 費

対 象

2,000
方法等 国民文化祭京都開催 基本構想案の策定等に向けた委員会の運

準 備 費 営等
）（文化芸術室 国民文化祭準備室

54,500
国民文化祭に向けた 国民文化祭開催に向けた気運の醸成と京

京都文化力向上事業費 都の文化力の向上

14,300
＜新規＞ 公募・推薦方式により、テーマも設定し

京都工芸・美術ビエ た（⑲源氏物語）工芸と美術それぞれの
ンナーレ等事業費 展覧会の隔年開催（ ⑲は工芸）等

（ ）文化芸術室 芸 術 係

21,000
舞台芸術振興・次世 次世代体験等を組み込んだ舞台芸術公演

代体験推進事業費 の開催等
（ ）文化芸術室 芸 術 係

9,200
次世代等古典芸能 次世代体験等を組み込んだ古典芸能公演

普 及 促 進 事 業 費 に対する助成
（ ）文化芸術室 芸 術 係

＜新規＞ 国民文化祭に向けてアマチュア等が参加

地 域 文 化 活 動 する伝承・復興・創造等の地域文化活動 10,000

支 援 事 業 費 に対する支援
(文化芸術室 国民文化祭準備室)

13,000
＜新規＞ 府立高校文化部活動の活性化と京都文化

文化の力をはぐくむ の次世代への継承

「京育」 推進事業費 ・高校の文化部活動支援、高校生による

小・中学生への文化の継承等(教育庁 高校教育課庶務係)

文化芸術室 芸 術 係 課・係直通電話番号 075-414-4222
担当課・係名

国民文化祭準備室 075-414-4225

教育庁高校教育課 庶 務 係 075-414-5846

府労－７



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

事 業 名 京の次世代文化お「手」伝い体験事業費

予 算 額 新規・継続の別 新 規１，０００ 千円

〔目 的〕 小・中学生を対象に、生の文化活動に触れる機会を提供す

ることにより、子どもたちの豊かな感性を育むとともに、次

世代の文化力の向上を図る。

〔事業内容〕 文化活動に直接携わる体験活動

事業内容 府域の文化施設、文化団体、芸術家等を訪問し、文化創造

の現場を体験する。

目 的

対 象 〔施策対象〕 教育庁が行う全校を対象とした「京の子ども夢・未来体験

方法等 活動推進事業」の一環として実施

文化お「手」伝い体験 50プログラム程度

担当課・係名 文化芸術室 芸術係 課・係直通電話番号 075-414-4222

府労－８



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

事 業 名 内弟子プロジェクト文化体験事業費

予 算 額 新規・継続の別 新 規２，５００ 千円

〔目 的〕

高校生を対象に、芸術家や伝統産業等の職人さんの創造・創作の場に

一定期間体験できる場づくりを実施することにより、文化芸術が創造さ

れるまでの厳しさ、感動、喜びを体感することを通して人間力を養うと

ともに、未来の文化の担い手の育成を目指す。

事業内容

〔事業内容〕

目 的 府域の文化施設､文化団体､芸術家等を訪問し､創造・創作の場を体験

対 象 ・体験期間 5日間程度

方法等 ・プロジェクト例

演劇、吟詠剣詩舞、美術・工芸、写真、茶道、映画など

〔施策対象〕

全国レベルの文化系クラブ等のある高校のうち６校程度

※ 文化系クラブの育成・強化、国民文化祭での実演を目指す。

担当課・係名 文化芸術室 芸術係 課・係直通電話番号 075-414-4222

府労－９



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

事 業 名 歴史資料・公文書保存活用検討費

予 算 額 新規・継続の別 新 規１，０００ 千円

１ 目 的

総合資料館に有識者等による研究会を設置し、府が所有する歴史資料

の利活用手法や公文書等の収集、保存等について検討することにより、

府と府民の貴重な共有財産である歴史的・文化的資料の一層適正な保存

事業内容 ・活用を図る。

目 的 ２ 内 容

対 象 有識者等による研究会の設置

方法等 （検討内容）

・貴重な歴史資料の利活用手法

・公文書の収集・保存・活用方策 等

担当課・係名 文化芸術室 総務係 課・係直通電話番号 075-414-4217

府労－１０



平成１９年度 当初予算案主要事項説明

府民労働部・保健福祉部

事 業 名 ドメスティック・バイオレンス対策事業費

継 続予 算 額 16,730 千円 新規･継続の別

１ 趣 旨

平成１８年３月に策定されたＤＶ基本計画に基づき、ＤＶ防止センターの機能を
引き続き強化するとともに、市町村の相談機能の向上を図り、関係機関の連携、協

力のもと被害者の自立支援を推進する。

２ 事業概要

所 管

事業内容
府北部及び南部への相談機能の配置Ì

目 的 夜間・休日相談の窓口設置Ì
対 象 婦人相談員の配置・研修（二次被害防止） 保健福祉

相談窓口の強化
Ì

方法等 市町村相談員等に対する研修Ì

ＤＶ専用電話相談の実施（女性総合センター） 府民労働Ì

専門的指導の確保 心理療法士によるカウンセリング 保健福祉Ì

一時保護委託先の確保（母子生活支援施設等）Ì
一時保護機能強化 保育士の配置（同伴児対策）Ì

保健福祉
Ì民間シェルターと連携・協力した被害者支援の

充実

通訳の派遣（外国人被害者への対応）Ì
診断書料の給付（保護命令申立て、就職時の健 保健福祉Ì
康診断等）

被害者の自立支援

自立支援グループワークの実施 府民労働Ì

被害者支援ネットワーク（一時保護所退所先のÌ
協 力 機 関 の 確保・迅速な広域連携）
連 携 ・ 協 力 福祉施策の円滑な適用（生活保護等） 保健福祉Ì

ＤＶセンター機能の広報啓発Ì

啓 発 ＤＶ啓発カードの作成・設置Ì 府民労働
Ì啓発講座

女性政策課 企画・推進担当 075-414-4291
課・係 電話番号担当課・係名

こども未来室 家庭支援担当 075-414-4582

府労－１１



平成１９年度 当初予算案主要事項説明

府民労働部

事 業 名 地域女性・わくわく支援事業費

新 規予 算 額 1,000 千円 新規･継続の別

１ 趣 旨

地域づくりなどに意欲のある女性たちが気楽に立ち寄り、相談した

り、交流できる「地域女性わくわくスポット」を設置し、女性のパワ

ーを地域づくりに活かし、地域コミュニティの再生を図る。

事業内容 ２ 事業概要

設置場所

▲

目 的 京丹後市（丹後ＮＰＯパートナーシップセンター内）

対 象

方法等 実施事業

▲

地域の女性を対象としたセミナー、交流会等を開催

実施方法

▲

女性総合センターの「地域おこしセミナー」で養成した人材や、

丹後ＮＰＯパートナーシップセンター運営協議会に参加するＮＰＯ

の人材等が企画・運営

女性政策課 企画・推進担当 075-414-4291担当課・係名 課・係 電話番号

府労－１２



平成１９年度 当初予算案主要事項説明

府民労働部・商工部

事 業 名 女性チャレンジオフィス支援事業費

新 規予 算 額 1,000 千円 新規･継続の別

１ 趣 旨

起業を目指す女性、又は、起業したばかりの女性向けインキュベー

ション施設を設置し、女性起業家の創出及び地域に根ざしたチャレン

ジ支援による地域活性化を図る。

２ 事業概要

事業内容 実施内容
▲

女性向けインキュベーション施設の設置・運営

目 的

対 象 対象地域

▲

方法等 府内全域

実施方法

▲

女性の起業支援に取り組もうとする商工会議所、商工会、ＮＰＯ

法人等を公募・決定後、当該地域で入居者を公募・決定

女性政策課 企画・推進担当 075-414-4291担当課・係名 課・係 電話番号

商業室 商業担当 075-414-4836

府労－１３



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府民労働部・保健福祉部

事 業 名 青少年の社会的ひきこもり支援事業費

予 算 額 １２，７００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨
社会問題化している青少年の「社会的ひきこもり」について、行政

機関と民間支援団体が協働・連携し、ひきこもり当事者の自立と社会
参加を促進するとともに、当事者を支える家族の負担を軽減し、家族
の「安心と安らぎ」を確保する。

２ 事業概要

項 目 内 容

青少年の社会的ひ ・ ＮＰＯ等民間支援団体と行政関係機関等との連携・

きこもり支援ネッ 協働や情報共有化の基盤づくりを目的とする「京都府

」事 業 内 容 トワーク推進事業 青少年の社会的ひきこもり支援ネットワーク連絡会議

の運営等（青少年課）

・ ひきこもり相談支援センターにおいて 専門相談 電ひきこもり専門相 、 （

話、面接）及び家族教室を実施目 的 談窓口設置事業

（障害者支援室）対 象
方 法 等

ひきこもり支援サ ・ 社会的ひきこもりの青少年やその家族に対して支援

ポーター育成事業 等を行うボランティアとして「ひきこもり支援サポー

ター」を養成（青少年課）

・ 就労意欲や対人関係能力を向上させるため、ジョブジョブトレーニン

コーチ等を活用した就労体験活動を実施グ支援事業

（青少年課）

ひきこもり支援職 ・ ひきこもりの青少年を受け入れる事業所（＝職親）

親事業 の募集及び認定を行い、就労体験活動を実施（ ）青少年課

社会体験活動支援 ・ 自立・社会参加の意欲・能力を養うため、長期の自

事業 然体験や生活体験活動を実施（ ）青少年課

・ ひきこもり当事者や家族への支援情報等を発信するひきこもり支援情

総合窓口となるポータルサイトの設置・運営報ポータルサイト

（ ）事業 青少年課

青少年課 企画・育成担当 ：075-414-4301青 少 年 課
課・係 電話番号担当課・係名

障害者支援室 社会参加担当 ：075-414-4732障 害 者 支 援 室

府労－１４



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

京都府子ども議会開催費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１，０００千円

１ 趣 旨
次代を担う子どもたちが京都府の議会や行政に対する関心、

理解を深めるとともに、社会に参加する意識を育むため、
「京都府子ども議会 （仮称）を開催する。」

２ 事業概要

事 業 内 容 開催時期 平成１９年８月下旬（予定）

目 的 主 催 京都府､京都府議会、京都府教育委員会､

対 象 (社)京都府青少年育成協会

方 法 等

対 象 府内の小学５、６年生

人 数 ６０名程度

募 集 等 ・公募（６月上旬から下旬）により選考
・学校を通じて募集チラシを配布

そ の 他 ８月上旬にワークショップを実施

青少年課企画・育成担当 課・係 電話番号 075-414-4301担当課・係名

府労－１５



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府 民 労 働 部

青少年活動活性化支援事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続４，０００千円

１ 趣 旨

地域での青少年健全育成活動及び青少年団体等の自主的な活動に

対し支援することで、次代を担う青少年の社会参加を促進し、青少

年健全育成活動の定着を図る。

２ 事業概要

◆地域ふれあい活性化事業

事 業 内 容 地域ぐるみで子どもの健全な成長を見守る機運の醸成を図る

ため、子どもと大人が一緒に行う社会貢献・地域活性化活動等

目 的 への支援

対 象

方 法 等 ◆ユース・リーダー・スクール事業

青少年団体のリーダーや地域づくり等を推進する青少年活動

リーダーを養成する研修事業への支援

◆次世代・夢・フェスタ（仮称）の開催

京都青少年ゆめネットワークが中心となって実施する青少年

活動等の発表の場となる「次世代・夢・フェスタ （仮称）へ」

の支援

青少年課 企画・育成担当 課・係 電話番号 075-414-4301担当課・係名

府労－１６



平成１９年度 当初予算案主要事項説明

府民労働部

「京都モデル」子育て応援中小企業推進事業費事 業 名

５，５００千円 新 規予 算 額 新規・継続の別

１ 趣 旨

急速な少子化の進行等を踏まえ、子どもを安心して生み育てられる労働環境

の整備のため、中小企業の実情に合った仕事と家庭の両立支援にかかる取組の

普及推進を図る。

事業内容

２ 事業概要

公労使が連携した取り組みによる職場ぐるみでの子育て支援策の推進

①子育て応援宣言中小企業の公募

目 的 （子育て支援の方針を宣言する中小企業）

②「京都モデル」子育て応援中小企業認証制度の実施対 象

宣言中小企業が子育て支援応援モデルを活用し、具体的な取組成果が

方 法 等 あった場合、「京都モデル」子育て応援中小企業として認証

＜認証のメリット＞

・宣言企業及び認証企業の記者発表やホームページ掲載等による広報

・認証マーク等を活用した企業のイメージアップ

・商工中金の企業向け優遇金利の設定

・近畿労働金庫の労働者向け優遇金利の設定

（育児休業資金特別融資制度）

課・係

担当課・係名 労 政 課 労働教育係 電話番号 ０７５－４１４－５０８５

府労－１７



平 成 １９ 年 度 当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

府 民 労 働 部

京都・現代の職人技ネットワーク事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規２，０００ 千円

事業内容 【目 的】

団塊の世代の大量退職に伴う技能継承と後継技能者育成対策として、京都な
らではの「優れたものづくり技能」に関する情報を収集・発信し、人材育成へ

目 的 の活用を図る。

対 象

方 法 等 【事業概要】

◆京都ジョブパークを活用した「ものづくり人材の確保対策」
（技能継承支援コーディネーターの配置）

（内容）

・京都ジョブパーク等に技能継承支援コーディネーターを配置

・後継技能者育成に意欲のある事業主等をスキルコーチとして募集

京都・現代の職人技ネットワークを活用した熟練技能者の派遣

・ものづくり分野への就業を希望する若年者の紹介・あっ旋

◆「京都・現代の職人技ネット」の開設
（京都府中小企業応援条例に基づく中小企業支援対策）

（内容）
・「京都府の現代の名工」等の技能者と技の紹介

・「ものづくり体験」ができる事業所、工房、優れたものづくり指導者

等の情報提供

担当課・係名 能 力 開 発 課 振 興 係 課・係電話番号 ０７５－４１４－５１０3

府労－１８



平 成 １９ 年 度 当 初 予 算 案 主 要 事 項 説 明

府 民 労 働 部

京都ものづくりフェア（仮称）開催費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規５，０００ 千円

事業内容 【目 的】

衣食住関連から先端産業まで、京都の優れた様々な技術・技能を紹介するこ
とにより、ものづくりの必要性について、府民の関心を高める。

京都のものづくり関係者等がフェアを通じてネットワークを構築することに
目 的 より、京都の中小企業等の活性化を支援する。

【事業内容】
対 象

方 法 等
◆ 主 催 京都ものづくりフェア（仮称）実行委員会

（京都府、京都市、京都府職業能力開発協会、京都府技能士会等）

◆ 内 容

○ 京都府ものづくり主要団体等の技能の博覧会（約９０団体）

左官、瓦葺き、そば打ち、菓子、畳表替えなど実 演 ：
陶芸、組子細工、手作り豆腐、板金加工など体 験 ：
熟練技能者、訓練生の作品展示展 示 ：
菓子、寿司、花、着物、洋服、陶磁器など即 売 ：
式包丁、ファッションショーなどステージ ：

そ の 他 ： 写真や料理、和裁等の体験コーナー
先端産業やユニーク考案などを紹介する企業コーナー
高校・大学生による「ものづくり」発表 など

○ 式 典

職業訓練、技能検定関係表彰
職業訓練生による優秀作文の朗読､ 賞状交付

◆ 開催時期 平成１９年１１月（職業能力開発促進月間）

◆ 開催場所 京都府総合見本市会館（パルスプラザ）

担当課・係名 能 力 開 発 課 振 興 係 課・係電話番号 ０７５－４１４－５１０3

府労－１９



平成１９年度当初予算案主要事項説明

府民労働部

障害者就労支援特別チーム事業費事 業 名

予 算 額 ２０，４９０ 千円 新規・継続の別 新規

１ 趣 旨

新たに雇用開拓総合アドバイザーを高等技術専門校に配置し、既存の

就業支援担当者と合わせ「障害者就労支援特別チーム」として一体化す

ることで、障害者一人一人の就労支援や事業所への求人開拓等を総合的

・機動的に行い、障害者雇用率１．８％の達成を目指す。

２ 事業概要

障害者就労支援特別チームを組織
【実施体制】

、・新たに雇用開拓総合アドバイザーを京都校及び福知山校に配置し

就業支援体制を充実・強化

京都校 雇用開拓総合アドバイザー等 ５名

福知山校 雇用開拓総合アドバイザー等 ３名

【内容】

・府南部(京都校)から府北部(福知山校)まで広範囲に支援を実施

・各機関が個別に実施していた求人開拓等の業務を地域ごとに連携

し効果的に実施

・各機関の情報共有により、訓練から就職・職場定着までのきめ細

やかな支援を実施

能力開発課指導係 075-414-5105

担当課・係名 課・係 電話番号

雇用対策プロジェクト 075-414-5095

府労－２０



平成１９年度当初予算案主要事項説明
府民労働部

京都ジョブパーク事業費（一部再掲）事 業 名

予 算 額 ３０９，５３８ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

正規雇用を望む若年者はもとより、中高年齢者や女性の方、さらに
は京都ならではの留学生の方々など幅広い府民に対してハローワーク
と連携し、相談から就職、職場定着までをワンストッブでサービスを
提供する新たな総合就業支援拠点を整備する。

２ 特 徴
①ハローワーク等との新たな連携による総合就業支援拠点
②公労使を核とする「地域で支える共同運営」方式
③中小企業施策とも連動した画期的な雇用対策の推進

事 業 内 容 ④ジョブパークを支える「企業応援団」の結成

３ 対象者等
・対象者

目 的 若年者、女性、中高年齢者、障害者、留学生等

・専門コーナーの新設
対 象 農林水産業、母子家庭の自立等

４ 支援の流れ
方 法 等

総合相談 きめ細やかな 職 業 紹 介 定 着 支 援
· · ·

ハローワークと連携 フ ォ ロ ー ア ッ プ窓 口 ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ等 ( )

公労使が核となり地域で支える共同運営

５ 設置時期等

開 設 平成１９年４月目途
開設場所 京都テルサ(京都市南区)

６ 事 業 費

総事業費 約５００，０００千円

３０９，５３８千円事 業 費
国補助金の活用 約１００，０００千円
運 営 費 約１００，０００千円

担当課・係名 雇用対策プロジェクト 課・係 電話番号 075-414-5095

府労―２１
（共通）



　  総合相談・カウンセリング事業費 府民 ・総合相談、カウンセリングに要する経費 90,000

　　研修・広報等事業費 府民 ・研修事業、広報等の運営に関する経費 62,077

　　総合運営費 府民

・ジョブパーク運営協議会の設置・運営
・ジョブパーク全体の賃借料、共益費
・北部センター管理費
・企業応援団運営費

53,000

    若年者就職支援事業費
    （就職面接会）

府民
学卒未就職者やフリーター等を対象とした総合的就職支援フェア及び
新規学卒者等面接会の開催（年３回）

4,350

　　青少年の引きこもり支援職親
　　事業費

府民
就労体験の機会を提供できる協力事務所を「職親」に認定し、事業主
の「ひきこもり」に対する理解と支援を促進

5,450

　　中高年齢者再就職支援事業費 府民 中高年離職者向け及び団塊世代向け個別相談（常設窓口の設置） 8,300

　　中高年齢者再就職面接会事業費 府民 中高年齢者等を対象とした就職面接会の開催(年４回) 3,000

　　女性再就職支援事業費 府民
出産や育児、介護等のために仕事を離れた女性のための就職相談、
セミナー、両立支援相談の実施

12,000

　　母子家庭等自立支援事業費 福祉
母子家庭等への就業・自立支援のための就業相談・求人情報の提供、
あっせん等を実施

19,049

留学生
　　（新）
　　留学生就職支援事業費

直轄
留学生を対象とした就職準備のための個別相談、カウンセリング等の
開催

1,500

    （新）
　　障害者就労支援特別チーム
　　設置事業費

府民
就労相談から、就職、定着まで一体的な支援を実施するため、「障害者
就労支援特別チーム」を高等技術専門校に設置（京都校５名、福知山
校３名）

20,490

　　障害者就職面接会等事業費 府民
障害者雇用率未達成企業を中心に参加企業を募集し、面接会を開催
企業向け障害者雇用促進セミナーの開催（年４回）

2,520

農林 　　農林水産業ジョブカフェ事業費 農林

・農林・林業・水産業への新規参入希望者に対する相談業務
・専任の相談員及び受入地域との調整を行う就農アドバイザーの設置
・就農希望者と農村を結ぶイベントの開催や実践農場等研修先の紹
介、斡旋等の就業支援活動

13,802

    （新）
    京都・現代の職人技ﾈｯﾄﾜｰｸ
　　事業費

府民
「京都・現代の職人技ネット」の開設
技能継承支援コーディネーターの配置

2,000

    中小企業融資制度
　　【経営活力融資(雇用促進）】

商工 ジョブパークを利用し、雇用促進を図った企業に対して低利融資を実施 -

　　Ｕターンセンター運営費
総務
府民

・Ｕターンアドバイザー設置（１名）
・商工会議所等との共催によるフェアの開催等
・東京事務所と連携した府内企業の採用情報等の提供

5,000

　　就職力パワーアップ講座 府民
「就職基礎能力」の修得を目指した短期講座
（厚労省認定「ＹＥＳプログラム」を取り入れた講座）

7,000

309,538

機　　　　　能 内　　　　　　容

企業

⑲当初所管

共通

若年

府労－２１－１
（共通）

その他

合　　　　　　　　　　計

シニア

障害者

女性

京都ジョブパーク事業一覧
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